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条件　市内在住の母子家庭の母及び25
年度以降入学者である父子家庭の父が資格

取得のため、法令の定めによる養成機関で1
年以上のカリキュラムを修業する場合
対象資格　看護師（准看護師を含む。）、介護福祉
士、保育士、作業療法士、理学療法士、歯科衛生
士、歯科技工士、視能訓練士、言語聴覚士、製菓
衛生師、調理師
給付期間　修業期間中（上限3年。ただし、23年度
以前の入学者は上限なし。）
給付額　市民税非課税世帯：月額10万円の給付金
と5万円の修了支援給付金、市民税課税世帯：
月額7万500円の給付金と2万5千円の修了支
援給付金
申請方法　受講開始後に担当窓口へ申請

※所得制限あり。支給は申請受付日
の属する月以降の分から。定期

的に在籍証明書等の提出
が必要。

概要　②を活用して養成機関に
在学し、就職に有利な資格の取得

を目指すひとり親に対し、準備金
（限度額：入学時50万円、就職時20万
円）を貸付。連帯保証人がいる場合
は無利子、いない場合は1％。
申請方法　事前相談のうえ、受講
開始前に申請
※課程を修了し、資格取得後

1年以内に府内等で資格が
必要な業務に5年間従事

した場合、返還免除。

条件　市内在住のひとり親家
庭の親（父又は母）が厚生労働
大臣指定教育訓練講座を受講し
た場合
給付額　受講費用の60％（上
限20万円、下限1万2千円）
申請方法　受講開始前に

担当窓口へ申請
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日
時
　
①
４
月
４
日
～
６
月
20
日

の
水
曜
日
11
時
～
12
時
（
全
12

回
）
、
②
４
月
５
日
～
６
月
28
日

の
木
曜
日
11
時
～
12
時
（
全
12
回
）

休

５
月
３
日

場
所
　
①
②
と
も
花
友
じ
ゅ
ら
く

だ
い
（
中
立
売
通
智
恵
光
院
西
入

多
門
町
）

内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
下
肢
筋
力

向
上
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
・
転

倒
予
防
運
動
、
講
話
な
ど

※
区
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
が

対
象
。
10
名
程
度
。
参
加
費
無
料
。

要
申
込
み
。

申
込
み
　
上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー
（
市
小
川
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
内
）
（
☎
417
・
４

７
０
７
）

問
＝
健
康
長
寿
推
進
課
（
健
康
長

寿
推
進
担
当
）（
☎
441
・
２
８
７
２
）

上
京
区
地
域
介
護
予
防
推
進

セ
ン
タ
ー
　
各
種
教
室
の
ご
案
内

市
長
表
彰

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

継
続
交
付

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
の

廃
車
申
告
等
は
お
早
目
に

　

上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
ご
み
の
減
量
、
分
別
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
相
談
や
お
住
ま
い
の

地
域
の
ご
み
収
集
日
な
ど
、
家
庭

か
ら
出
る
資
源
物
と
ご
み
の
正
し

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
よ
り

家
庭
ご
み
の
出
し
方

　

１
月
30
日
、
戦
没
者
遺

族
の
援
護
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
髙
橋
弘
和
様
（
成

逸
学
区
）
に
市
長
か
ら
表

彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
保
険
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
、
１
年
間
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）

の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て
、
限
度
額
を
超
え
た
額
を
お
返

し
し
ま
す
。

問
＝
京
都
市
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
：
保
険
年
金
課
（
保
険
給
付
・

年
金
担
当
）（
☎
441
・
５
１
３
８
、
１

階
⑦
番
窓
口
）、
介
護
保
険
：
健
康
長

寿
推
進
課
（
高
齢
介
護
保
険
担
当
）（
☎

441
・
５
１
０
７
、
２
階
㉕
番
窓
口
）

※
職
場
の
健
康
保
険
等
の
加
入
者
は

加
入
先
の
医
療
保
険
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

29
年
度
分
の
市
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
有
効

期
限
は
３
月
末
で
す
。
継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
30
年
度
分
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
開
始
日
　
３
月
23
日
（
金
）

※
５
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
、交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
①
障
害
者
手
帳
（
お
持
ち

の
も
の
全
部
）、
②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ

印
は
不
可
）
を
持
っ
て
、担
当
窓
口
へ
。

問
＝
障
害
保
健
福
祉
課
（
☎
441
・
５
１

２
１
、
３
階
㉛
番
窓
口
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
バ
イ

ク
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、
３

月
30
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
廃
車
・
異

動
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま

で
に
申
告
が
な
い
場
合
、
30
年
度
以
降

も
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
軽
自
動
車

や
１
２
５
cc
超
バ
イ
ク
を
他
府
県
ナ
ン

バ
ー
に
変
更
す
る
場
合
は
、
転
出
（
譲
渡
）

先
の
運
輸
支
局
等
で
の
手
続
と
、
本
市

へ
の
「
税
の
廃
車
申
告
」
が
必
要
で
す
。

問
＝
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以

下
）
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
：
上
京
税

務
セ
ン
タ
ー
（
軽
自
動
車
税
担
当
）
（
☎

441
・
５
０
６
８
）
又
は
市
納
税
推
進
担

当
（
☎
213
・
５
４
６
７
）
、

軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）
：
軽
自
動
車

検
査
協
会
京
都
事
務
所
（
☎
（
050
）
３

８
１
６
・
１
８
４
４
）
、

軽
二
輪
（
１
２
５
cc
超
２
５
０
cc
以
下
）

の
廃
車
：
京
都
府
軽
自
動
車
協
会
（
☎

691
・
６
５
１
６
）
、

軽
二
輪
の
廃
車
以
外
の
変
更
及
び
小
型

二
輪
（
２
５
０
cc
超
）
：
京
都
運
輸
支
局

（
☎
（
050
）
５
５
４
０
・
２
０
６
１
）

　上京！ＭＯＷ（上京

区まちづくり円卓会

議拡大会議）とは、

上京の未来に向けて

の情報交換や具体的

取組の実現のために

「人や団体がつなが

る場」です。

　上京！Ｍ

ＯＷから動

き出したプ

ロジェクト

の概要、平

成29年度の上京！ＭＯＷやその前後に開催され

た上京区まちづくり円卓会議での議論を含め

て、１年を振り返ります。

㉄＝地域力推進室総務・防災担当（☎441-5029）

ピックアップレポート

平成29年度上京！Ｍ
も　う

ＯＷを終えて
～アイデアを具体化し、一歩進める～

上京　カミング 検索

mini

プラスミニ

市では、ひとり親家庭の親の就業に向けた能力開発の取組に給付金等を支給しています。
㉄＝子どもはぐくみ室（子育て推進担当）

（☎441–5119、3階㉜番窓口）

ひとり親家庭の自立支援給付金等について

①自立支援教育訓練
給付金事業 ②高等職業訓練

促進給付金等事業

③ひとり親家庭
高等職業訓練

促進資金貸付事業

い
分
け
方
・
出
し
方

を
説
明
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

366
・
０
７
７
６
、
１

階
⑨
番
窓
口
）

が必要。

（3）　平成30年3月15日　　第267号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版 自治会・町内会に入って住みよいまちに
京都市は、自治会・町内会を応援しています


